早良ひまわりハウスでの生活

早良ひまわりハウスも開所から10ヶ月を過ぎ、入居者の皆さんもハウスでの生活に馴染まれてきたようです。今回は、そんなハウスでの生活をご紹介します。
日課ですが、朝は皆さん起床時間が早く4時過ぎの方をはじめ、6時30分には大半の方が起床されます。起床後は、それぞれ洗顔、着替えなど朝の身支度を済ませられ食堂・リビングで皆さんと談笑されたりテレビを見られたりしながら過ごされています。7時頃からは、朝食になります。食事の際は、世話人が調理した料理を皆さん協力して配膳などのお手伝いをしていただいています。食事が終わると、自主通勤の皆さんは、順次出勤されます。その後、事業所の送迎車利用の皆さんは、9時ごろに各送迎車が迎えに来た後、出勤されます。
夕方16時を過ぎると送迎車利用の皆さんが帰ってこられます。自主通勤の方は5時ごろから帰ってこられます。ハウス帰宅後は、順次、入浴が始まります。ハウス1は入居者10名、ショートステイ、親子体験がおられると最大１４名が入浴されるため、入浴は16時過ぎから開始します。入浴は、ご自分でされる方は、見守り、声掛けを、洗いや流しが不十分な方は入浴支援を行っています。浴室はハウス1には２室ありますが、それでも、全員の方の入浴が終わるのが、20時ごろになります。夕食は18時30分ごろから始まります。食事については材料を宅配業者に発注、配達依頼しています。調理は、世話人（地域在住の方）が調理して提供しています。
夕食入浴を済まされた方は、引き続き食堂、リビングで皆さんと過ごされる方や居室に戻られて過ごされる方など様々です。その後、早い方は20時ごろから遅い方は23時過ぎには皆さん就寝されます。　
夜間は、夜勤職員をハウス１、２それぞれに配置し、巡回やその他の対応を行っています。
平日は、以上のような流れで生活されています。
当初、週末は多くの皆さんがご自宅に帰省されるかと思っていましたが、毎週帰省される方は2～３名、月に2回程度帰省される方が5～６名というのが現状です。週末をハウスで過ごされる方は、居室の掃除をされたり、他の利用者さんとトランプやオセロをされたり、テレビを見て過ごされています。また、利用者の方の中には職員が館内清掃をしているとお手伝いをして下さる方もいらっしゃいます。また、ご自分でバスや地下鉄を利用して天神や西新などにお出かけされる方もいらっしゃいます。他には、ハウス近くのコンビニエンスストアに買い物へ行かれたりハウス近郊に散策に行かれる方などそれぞれの過ごし方で楽しまれているようです。時には、地域で行われるイベント（夏祭りなど）にも参加して、地域の方との交流も少しずつですが行っています。
また、早良ひまわりハウスでは、季節のイベント（節分、クリスマスなど）は、世話人によるオリジナルメニューを誕生者には、リクエストメニューなども提供しています。
利用者の皆さんからは、ハウスでの生活についてお尋ねしたところ、毎日あたたかい食事が食べられるのが嬉しい、他の利用者や職員とお話しできるのが楽しい、毎日お風呂に入れることが嬉しい、生活リズムが整い体調が良いなどの嬉しい感想をいただいています。
入居者の保護者の方からは、不安だったが入居後本人の笑顔が増えてよかった、ハウスに入ってから自分でできることが増えた、子供の将来に安心が持てるようになったなど親御さん自身の生活にも良い変化が表れているとのことです。
[bookmark: _GoBack]また、見学に来られた方からは、建物がきれい、利用者の皆さんが明るい、環境が素晴らしい、支援が行き届いているといった感想をいただきました。
早良ひまわりハウスでは、今後も利用者の皆さんの生の声を大切にしながら、環境整備及びより細かい支援を心掛け、今以上に楽しく健康に過ごせるハウス運営に努めていきます。
